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 For Junior１９４のブレイク段階の続きです。理論的なことが続きますが、選手の皆さん、図解した

りして学んでください。 

原則❷オフボールプレーヤーは合理的・効果的にサポートする 

 目的 ▶期待値の高いシュートを選択するために選択肢をつくり続ける 

 オフェンスにおいて、ボールマン以外のプレーヤー、すなわちオフボールプレーヤーの４人は合理的

で、効果的にポジショニングをする必要があります。ボールマンのプレーを支える「サポート」です。こ

のサポートがブレイクの段階で最も重要な要素になります。 

  ブレイク段階でのサポート 

 合理的で、効果的なサポートをするために、オフボールプレーヤーはまずボールマンの心理やディフ

ェンスの状況から、ボールマンが何をしようといているのかを予測することが大切です。そのうえでボ

ールマンの動きをよく見て、形勢に応じたサポートを瞬時に選択・実行します。 

⑴ いつでもボールを受けられるシングルギャップのポジション 

 いつでもボールを受けられるというのは、シングルギャップのポジショニングができるということで

す。例えば２ガード、両ウイングの場合（４人）、各プレーヤーの距離約５ｍがシングルギャップの距離

になります。 

 ボールマンがディフェンスを突破できなかったとき、あるいはクリエイトの前は、オフボールマンは

いつでもボールを受けられるシングルギャップのポジションをとります。シングルギャップをとること

で、パスレシーブがしやすくなり、そのあとに続くグループ戦術（アクションを含む）を選択しやすくな

ります。 

⑵ 自分を守っているディフェンスがヘルプしにくいダブルギャップのポジション 

 ボールマンがクリエイトを終えてチャンスをつくろうとしているとき、あるいはチャンスができたと

きは、自分を守っているディフェンスがボールマンをヘルプしにくいダブルギャップ （約８ｍ）のポジシ

ョンをとります。例えばリングに向かって、左エルボーの延長上（３P ライン辺り＝スロットと呼びま

す）にボールマン①がいるとします。そのとき、ボールサイドのコーナーいる味方③との距離、逆サイド

のウイングの味方②との距離をダブルギャップにします。そうすることで、①がカウンター１on１やミ

スマッチによる個の優位性が見出せます。また、①が自チームのエースで相手チームのディフェンスが

苦手なプレーヤーとの１on１になりそうな時です。 

  オフボールプレーヤーのバニッシュメント 

 オフボールプレーヤーとヘルプディフェンスとの関係において、オフボールプレーヤーがボールマン

に対してダブルギャップのポジションをとっているにもかかわらず、そのディフェンスがボールマンを

ヘルプした場合、そのヘルプに対する攻めをバニッシュメント（代償を払わせる＝こっちをとるとこっ

ちを失うといったトレードオフ的な関係）と呼びます。         次号にします 


